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研究主題 
「自ら問題解決に向けて手段を選択し，主体的に行動しようとする子の育成」 

～４年 総合的な学習「プロジェクトNONHOI みんなに届け！のんほいパークの魅力！」を通して～ 
 
１ 主題設定の理由 
これからの子どもたちは，グローバル化や情報化などによる社会の変化に対応し，また，自分

たちを取り巻く様々な社会の課題に向き合い，解決しようとする力が必要である。そのような資
質・能力を育むために，学習指導要領では，「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニ
ング）」の視点からの授業改善を重要視している。ＧＩＧＡスクール構想の本格実施により，Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業やオンライン授業などを容易に展開できるようになっている。そこで，
ＩＣＴ機器を使い，オンラインでの交流を授業に活用していくことで，地域と主体的に関わり，
問題解決のために自ら行動していってほしいと願い主題を設定した。 
２ 研究構想 
（１）児童の実態について 

本学級の子どもたちは，３年生社会科の校区探検から，農業が盛んなことや※のんほいパー
クなどの大きな施設がある校区であることに気づいた。そして，総合的な学習の時間に校区で
作られているキャベツに着目し，調べ学習を行った。校区に住む農家の協力を得ながら野菜作
りをすることができた。４年生の１学期には，学校の隣にある荒田池ネイチャーランドに興味
をもち，どんなものがあるか，どんな生き物がいるかなど，理科の学習と関連付けながら調べ
学習を行うことができた。これらの活動を通して，自分たちの住んでいる校区についてもっと
知りたいと考える子が増えてきている。このような子どもたちと魅力ある地域教材を出合わせ
ることで，主体的に調べ学習に取り組み，調べたことを発信しようとする態度を育てたいと考
え，本実践を行った。 

 ※豊橋総合動植物公園の愛称（以下のんほいパーク） 

（２）目ざす児童の姿 

問題解決に向けて，自ら手段を選択し，主体的に行動する子 

（３）研究の仮説 

（４）研究の手だて 
手だて①「問いを生む場」の工夫 
・園の方の話を聞き，市内の実態を知りたいという思いをもたせる。 
・Microsoft Forms（以後Forms）を活用し，市内の小学４年生にアンケートを行い，子ども
たちの予想との違いに気づかせ，魅力を発信したいという思いをもたせる。 

手だて②「表現方法を追求する場」の工夫 
・子どもたちがより主体的に活動できるように，表現方法を自分たちで選択する場を設ける。 

  ・子どもたちが作成した表現を見返す場を設定することで，よりよい表現にしたいという思
いを高める。 

 手だて③「外部との交流の場」の設定 
・Microsoft Teams（以後Teams）を活用し，さまざまな立場の人とオンライン交流を行う。
話し合いの中で生まれた問題を即座に共有し，解決方法を一緒に考えていくことで，より
魅力が伝わる表現にしたいという子どもたちの思いが実現できるようにする。  

子どもの思いを実現するために，３つの場に合わせてＩＣＴ機器を取り入れれば，問題解決
へ向け，主体的に取り組むことができるだろう。 
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（５）抽出児童について 
 次に示すＡ児を抽出児童として選び，その変容を追うことで仮説の検証を進めていく。 

（６）研究授業構想図（２０時間完了） 

Ａ児について 
 自分の考えをノートやワークシートに書くことができるが，友達に伝えたり，発言したり
するなど，表現することが苦手である。そこで，校区にある魅力的な教材を取り入れたり，
自ら手段を選択する場を設けたりすることで，主体的に自分の考えを表現しようとする姿が
見られるようになることを期待する。 
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３ 実践と児童の変容 
（１）僕たちの校区の自慢のんほいパーク（第１～３時）手だて① 
 導入として，子どもたちの住む校区にある自慢のものをあげることにした。本学級のほとん
どの子が月に１回以上行っており，自分たちの校区にしかないものとしてのんほいパークが一
番自慢できるものであると答えた。そこで，
実際にのんほいパークに見学に行き，施設の
魅力を再確認した後，スタッフから話を聞く
場を設けた。子どもたちの知らなかったスタ
ッフの仕事や展示の工夫に加え，「全国的に動
物園の来場者数が減ってきている」「普段の仕
事が忙しくて，動物園の魅力を伝えることが
できていない」という話を聞いた。子どもた
ちは，「豊橋の人は，どのくらい行っているの
か」という疑問をもち，豊橋市の実態につい
て知りたいという思いをもった。【資料１】 
 

（２）のんほいパークに行ってきて（第４～５時）手だて① 
豊橋市の実態について知りたいという思いをも

ったところで， Formsを用いて，市内の小学４年
生を対象に「過去１年間で何回のんほいパークに
行ったか」というアンケートを行った。【資料２】
子どもたちは，自分たちのクラスの半数以上が30
回以上行っていることから，当然市内の４年生も
同じくらいの回数だろうと考えていた。しかし，
結果を見ると，自分たちよりも圧倒的に少ない回
数という結果に驚き，もっとのんほいパークに来
てほしいと考えた。Ａ児は，「…０回の人が多くて
びっくりしました。…自分たちがみんなに伝えて
あげたいです。」と振り返りに書き，発信したいと
いう思いを強めていた。【資料３】 

 
 
 
 
（３）のんほいパークのために僕たちができることは何かな（第６時）手だて② 

前時で子どもたちは，「のんほいパークの魅力を伝えることで，来園者数が増えるのではな
いか」と考え，どのような方法で表現すると多くの人に魅力を伝えることができるのかを話し
合った。「チラシや新聞を作ることや動画で劇を撮って知らせたい」「オンラインで配信するの
はどうか」など，さまざまな手段が出てきた。【資料４】話し合いの中で「チラシや新聞だと
読んでもらうだけだから思っていることが正しく伝わらないと思う」「ちゃんと読まない人も
いるかもしれないよ」という意見が出た。これら
の意見から，子どもたちは，「動画を作成すれば
見てくれている人に伝わりやすい」「見ている人
も楽しいし，飽きずに見てもらえるよ」と動画で
表現することのよさに気づき，表現の手段を自分
たちで決めていた。そして，自分たちの力でのん
ほいパークを紹介する活動を『プロジェクト
NONHOI』と名づけ，みんなでＰＲ動画を作ろうと
いう意欲を高めることができた。最初，オンライ
ンでの生配信に抵抗があったＡ児もタブレット端
末を使うことで「たくさんの情報が伝えられる」
「写真や動画などの集めた資料を編集し事前に準
備ができる」ことが確認でき，安心した表情をし
ていた。 

【資料１】授業記録（第４時） 
T  のんほいパークに行ってどんなことがわかりましたか？ 

C1 動物を特徴や動きがわかるように見せ方を工 
夫していました。 

C2 スタッフの仕事の大変さがわかりました。 

C3 たくさんの魅力がある施設だと思いました。 
T  スタッフさんの話を聞いて考えたことはありますか？ 
C4 全国的に動物園の来場者数が減っていて，心配 

していることです。 
C5 でも，なかなか魅力を伝える時間が取れないと 

言っていました。 

C6 僕たちはたくさん行っているけど豊橋市の人は 
どのくらい行っているのか気になります。 

【資料３】A 児の振り返り（第５時） 

 

【資料４】授業記録（第６時） 
T   魅力を伝えるための方法はどうしますか？ 

C1  チラシや新聞がいいです。 
たくさんの人に見てもらえるからです。 

C2  アンケートを取ったみたいにタブレットを使って知

らせたいです。 
C3  Youtubeみたいに動画で配信するのはどうかな。 
C4  オンラインで教えたいです。Teamsを使ってオンラ

イン授業みたいに伝えられないかな。 
T   どの方法がいいですか？ 
C5 チラシや新聞だと，読むのが大変だから読んでもら

えないかも。 
C6  伝えたいことが正しく伝わらないかもしれないよ。 
C7 動画なら映像や声が使えるから，見る人にも伝わり

やすいよ。 
C8  動画なら楽しく見てもらえるよ。 
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（４）のんほいパークの魅力をもっと調べよう（第７～９時）手だて③ 
のんほいパークのＰＲ動画を作成するためには，もっと魅力

を知らないといけないと考えた子どもたちは，インターネット
で調べたり，自主的に現地に行って写真や動画を撮ったり，ス
タッフにインタビューしたりと，さまざまな方法で資料集めを
行った。調べ学習中に，旭山動物園とのんほいパークが関係し
ていることを知り「旭山動物園のスタッフに話を聞いてみたい
」という思いをもった。そこでTeamsを活用し，旭山動物園の
スタッフとオンライン交流する場を設定した。【資料５】旭山
動物園とのんほいパークの比較から，施設の魅力
をたくさんの人に知ってもらうことで，来園者数
が増えると考え，ＰＲ動画を作っていきたいとい
う意欲を高めることができた。Ａ児は，旭山動物
園のスタッフとの交流を通して，動物園同士が協
力して，動物の保護活動を行っているという新た
な視点をもつことができた。【資料６】 
 

（５）プロジェクトNONHOIを進めよう（第10～13時）手だて② 
のんほいパークの魅力を十分に集めたと感じた子どもたちは，市内の小学４年生に向けて

配信する動画の作成に取り掛かった。子どもたちは，「施設紹介」「動物の見せ方の工夫」「他
の動物園との協力関係」「動物園の保護活動」「飼育員の仕事」「動物ランキング」「クイズ」
の７つのグループに分かれて動画を作成していくことにした。Ａ児は，動物ランキングのグ
ループに入った。各グループでどんな動画の構成にすればよいか話し合い，タブレット端末
のプレゼンテーションアプリkeynoteを活用して，スタッフから聞いたことや調べたこと，写
真や動画などの集めた情報をまとめていった。失敗しても何度も作り直すことができるため
子どもたちは，自分の考えを積極的に話しながら動画を作成していた。また，完成した動画
をグループ内で何度も見返しながら，より魅力が伝わる表現にするにはどうすればよいか試
行錯誤する姿も見られた。飼育員の仕事を劇にして紹介するグループは，自分たちの動画を
見返すことで，恥ずかしがって演技ができていないことや小道具が小さくて見えないことな
どに気づき，改善の方法を考えることができた。【資料７】一方，Ａ児の所属する動物ランキ
ングのグループでは，動画を見返しているときに「棒読みで声
が聞こえにくい」「文字が見えにくい」という課題が出た。「も
っと楽しくてのんほいパークに行きたくなる動画にしたい。」と
いう思いをもちながらも，具体的な改善案を出すところまでは
至っていなかった。全グループの動画がある程度完成したタイ
ミングで互いのグループの動画を見合う場を設けた。動物ラン
キングのグループに対して、「ランキングの理由がわからない」
「のんほいパークにいない動物がいる」という意見が出てきた
が，改善の仕方について困っている様子であった。Ａ児は，動
画が完成したことには満足していたが「…みん
なに言われて困りました。…どんなランキング
があると楽しめるか，だれかに聞いてみたいで
す。」と振り返りに書いた。動画の改善の仕方に
ついて困り感をもつと同時に，何とか改善して
楽しめるものにしたいという思いをもっていた
ことがわかる。【資料８】 
 

（６）ぼくたちの作ったものを見てもらおう（第14時）手だて③ 
動画の完成を喜びながらも，特に困り感が残ってしまった動物

ランキンググループの悩みが解決できるように，のんほいパーク
のスタッフ，地元のテレビ局(ティーズ)のスタッフ，他校の小学
４年生の３者に現時点の動画を見てもらい，動画についてオンラ
インで話し合う場を設定した。【資料９】他校の児童からは「動
画が面白かったから，のんほいパークに行きたくなったよ」「僕

【資料７】 
友達と意見交流をする様子 

 

【資料８】A 児の振り返り 

 

【資料６】A 児の振り返り 

 

【資料５】 
旭山動物園との交流（第８時） 

 

【資料９】 

オンライン交流会の様子 
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たちの学校ではオランウータンが人気だよ」という感想や意見をもらうことができた。のんほ
いパークのスタッフからは，動画の中の紹介に生かせる内容を聞いたり，スタッフの中で人気
の動物を質問したりすることができた。ティーズのスタッフからは，話をするときのポイント
や文字の色や大きさの工夫について話を聞くことができた。特に文字の色については，「一画
面に入れていい色は３色まで」という専門的で
具体的なアドバイスを受けることができた。そ
れぞれの立場に立った専門的なアドバイスや同
級生からの意見や感想をもらうことで，動画の
改善方法が明確になった。「BGMや効果音がほ
しい」という子どもの意見に対し，他校の子か
ら「声が聞こえにくくなるのでやめた方がいい
と思う」と反応があった。そこに，ティーズの
スタッフから効果音やBGMについてのアドバイ
スが入るというように，オンラインで繋がって
いる相手同士が関わり合うことで，より深い
アドバイスになる場面も見られた。【資料１
０】Ａ児も，振り返りに「音を入れたかった
けどやめようと思いました」と書くように，
オンライン交流を通して自分の考えをもつこ
とができた。さらに，「もっとよい動画にし
たいです」と動画をよりよいものにしようと
する意欲が高まっていった。【資料１１】 

 
（６）プロジェクトNONHOIをレベルアップさせよう（第15～18時）手だて② 
  オンライン交流会のアドバイスをもとに，よりよい

動画にするためには，どうすればよいか話し合いを行
った。自分たちの動画の改善点が明確になった動画ラ
ンキングのグループは，前時に教えてもらったランキ
ングに加え，４年生みんなの考えるかっこいいと思う
動物とかわいいと思う動物についてのアンケートを取
ることにした。さらに，動画に使われていた全ての動
物の画像を見返し，何度も確認することで，より魅力
が伝わる写真にしたほうがよいと考え，グループ内で
協力して集めた写真に差し替えていた。全てのグルー
プの動画の直しが終わったところで，互いの動画を見合った。最初に作った動画と，改善後の
動画の完成度の違いに驚き，きっとのんほいパークの魅力が伝わるだろうと考えることができ
た。Ａ児は，何度も動画を見返し，改善していくことで，自信をもって発表ができるという気
持ちが高まっていった。【資料１２】 

 
（７）いよいよプロジェクトNONHOI本番だ（第19～20時）手だて③ 

完成した動画を市内の小学４年生に見てもらうために，Teamsを活
用して，オンライン配信を行った。【資料１３】子どもたちは，自分
たちで作った動画を見てもらうことに，わくわくしている様子であっ
た。配信後のオンライン交流で，直接「楽しい動画だったよ」「のん
ほいパークに行ってみたいと思ったよ」と感想をも
らうことができた。さらに，後日送ってもらった他
校の子どもの振り返り【資料１４】から，「知らな
かったことが知れたこと」「行ってみたくなった」
という感想をもらうことで，子どもたちは，たくさ
んの人に魅力を伝えることができた達成感を味わう
ことができた。Ａ児ものんほいパークの来園者が増
えたことを喜んだ。さらに「もっと校区のことが知
りたくなりました。」と，校区の他の魅力について
の関心を高めることができた。【資料１５】 

【資料１２】授業記録（第 18時） 

T   来週がいよいよ本番ですが，完成した動画

を見返してみて，どう思いましたか？ 

C1  みんなの声がよく聞こえるようになっ 

て，わかりやすいです。 

C2  クイズやランキング動画がパワーアップ 

して面白いです。 

C3  文字の色が見やすくなったので，楽しん 

でもらえると思います。 

A   みんなで何回も確認して作り直したので，

見てもらうのが楽しみです。 

【資料１１】A 児の振り返り 

 

【資料１４】他校の子どもからの振り返り 

 

【資料１３】 
他校からの本番の様子 

 

【資料１０】授業記録（第 14時） 
T    発表のしかたについて考えはありますか？ 

C1  明るい声で盛り上げたいです。 
C2  順位が上がると盛り上がっていくようにしたいです。 
C3  BGMや効果音がほしいです。 

他 1  BGMがあると，声が聞こえにくくなるので，やめた方 
がいいと思います。 

ティ 口角を上げて読むと明るい声になります。 

さっき他小学校のみんなが言っていたように，音が大 
きくなりすぎるとナレーションの声が聞こえなくなっ 
てしまうので，テレビ局でも悩みながら音の調節をし 

ています。 

【資料１５】A 児の振り返り 
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４ 手だての検証 
手だて①「問いを生む場」の工夫 

のんほいパークのスタッフから「全国的に動物園への来園者数が減っている。」という話
を聞くことで，子どもたちは校区の自慢である施設の実態を知りたいという思いをもつこと
ができた。【資料１】そこで，Formsを活用して，市内の小学４年生にアンケートを行った。
自分たちの想像よりも来園者数が少ないという現実を知ることで，単元を通して魅力を伝え
たいという思いをもつことができた。Ａ児も振り返りに「のんほいパークの魅力を伝えたい
」という思いを書き，単元をつらぬく思いをもつことができた。【資料３】これらの点から
手だて①は有効であったといえる。 

 
手だて②「表現方法を追求する場」の工夫 

子どもたちがより主体的に活動できるよう，表現方法を自分たちで選択する場を設けた。
子どもたちは自分たちの思いを表現するために，さまざまな発信方法の中から動画を選択し
た。【資料４】試行錯誤しながら作成した動画を見返す場を設定することで，子どもたちは
よりよい表現にしたいという思いを高めた。Ａ児は，動画を見返すことで動画に改善する余
地があることに気づき，自分の考えをもつことができた。【資料８】動画を見返し，改善し
ていくことを繰り返し行うことで，改善していきたいという気持ちを持続し，最後まですす
んで動画の編集作業を行うことができた。【資料１２】これらの点から手だて②は有効であ
ったといえる。 

 
手だて③「外部との交流の場」の設定 

Teamsを活用し，さまざまな立場の人とオンライン交流を行った。Ａ児は，旭山動物園と
の交流を通して「動物園同士が協力して保護活動している」という新しい視点に気づくこと
ができた。【資料６】 

オンラインでのんほいパーク，ティーズ，市内の小学校と同時に繋がり，解決方法を一緒
に考える場を設けたことで，動画の表現方法についての問題を，即座に解決できた。【資料
１０】Ａ児も動画の改善点が明確になったことで，よりよい動画にしたいという気持ちを高
めることができた。【資料１１】これらの点から手だて③は有効であったといえる。 

 
５ 成果と今後の課題 

本研究では，子どもたちにとって身近なのんほいパークの入場者数が予想と異なるというア
ンケート結果との出会いから，「自分たちにしかできない」地域活性化への思いを単元化し，
学級の友達と解決に向けて主体的に取り組もうする子を育成することができた。 
また，ＩＣＴ機器を活用することで，子どもたちの思いがより具現化できた。自分たちの住

む地域の実態を知るためのアンケート，遠く離れた場所やさまざまな立場の人たちとオンライ
ン交流，魅力を伝えるための動画作成など，子どもたちの願いに応じてＩＣＴ機器を活用する
ことで，子どもたちの思いをつなぎ，それを高めていくことができた。自分の思いを表現する
のが苦手だったＡ児が，自分たちのグループがよりよい表現ができるようにと友達と積極的に
話し合ったり，改善するため友達と協力して作業をしたりすることができた。Ａ児の積極的な
姿が見られるようになったことからもＩＣＴ機器の有用性を感じる研究であった。 
３者とのオンライン交流では，さまざまな立場の方と同時に話をすることができ，３者が意

見を出し合うことで話し合いが深まる場もあった。しかし，複数で行うオンライン交流が初め
てだったため，どのように発言してよいかわからず，沈黙や待ち時間が生まれてしまった。今
後も必要に応じて様々な方法でのオンライン交流の場を設定することで，よりよいオンライン
交流の方法を追求していきたい。 


